





Histo:rical Facis of the Rive:r Improvements 
by the Sαtsumα-Gishi 
(the Loyal Retainers of the Satsuma Clan) 
N aoto NEHASHI 
As this year is the 100th anniversary of the“Meiji Kaishu" which is the river 
improvements of Kiso Rivers in the Meiji Era， I introduce the outline of the “Satsuma 




















木曽川 長野県西筑摩郡 鉢盛山 (2，446m)
長良川 岐阜県郡上郡 大田岳(1，709m)



















延長 (km) 流域面積 (km') 最大流量 (m3/s)
227 5，275 11，145 (犬山)
166 1，985 6，713 (忠節〉














2.5 工事区域(図 1) 
)1口から上流へ延長15里(1里ξ4km，従って60






(h-h' . +Hl (定式普請(毎年恒例の春役普請〉(第 l期 i1"'. ~m l急破普請(緊急の災害復旧工事)
工種{ 、 /rrr ""，~'~-':;'_l- /.__.l...'-T¥ !第2湖 水行普請 (JIの疏通をよくするL
細分
l ¥純然たる治水工事 / 
1 .定式，急、破普詰堤上置・腹付，砂波，
堤切所築立等





































総見廻り 美濃郡代 青木次郎九郎 元締手代 総奉行平田靭負
代官 吉田久左衛門 副奉行伊集院十蔵
御勘定組頭 室田金左衛門
1の手(桑原輪中より神明津輪中まで〉 目付役 石野三次郎 堤方役人 御手伝方
水行奉行 高木新兵衛 〔総勢350名〕
2の手(梶島村より田代輪中まで〉 目付役 大久保荒之助 11 1/ 
美濃郡代 青木次郎九郎 〔か 300余名〕
3の手(墨俣輪中より本阿弥輪中まで〉 目付役 浅野左膳 11 11 
水行奉行 青木内膳 ( 1 500余名〉
4の手(金廻輪中より海落口浜地蔵まで) 目付役 新見又四郎 // 1 






， ー |屋川|へ分流 l
{水行Jさせる。 ↓80，000両)|工事 1:-~ :~.O. . f OV，VVVIP-lJ I 
1-.1木曽川と揖 1
①工事i l斐}Iの分流 J ~ 93，000両
|復旧工事(3年8 1') {¥{¥{¥-;:;J;i I l月洪水の復旧)"u---13，000両 j
②大名手伝普請にて行なう
{宝暦 4 年 2 月 ~3 月
1 (2 月 ~5 月) (第1期〉
③工期{l 宝暦 4 年 9 月 ~12月





















































円，故に， 40万両=72，000円x400 ， 000 = 288i意
円注)。
又一説には，現備の 1/16，000から推算して， 40 
万両=4，800億とも言われる文献 2)。










































[4 年 5 月 ~9 月( 6 月~1l月) 夏期工事中止〕
雪融水のため。手伝方全員次期工事の準備に精励。












工 区 普請別 工 種 数量〔総延長〕
1の手 定式 堤上置1，258間 (2，300m)始め腹付等 1，421間 (2， 600m) 
2の手 定式@急、破 11 1，844間 (3，300m) 11 II 3，280間 (5，900m)
3の手 定式⑥急破 I1 2，978間 (41.400m)始め腹付，切所等 37，567間 (67，600m)



































































I 揖斐川 木目 11 ， 
1_ 6関 4間 L2閤 4問 L 6間|
l~ J!~øð'有弘〕一















































[ 5 年 l 月 ~2 月(3月中):洪水起る〕
又々被害生じ，失費のため手伝方打撃を受ける。























|川分堤 550間(990m)，下埋 550間(990m)I 
l沈枠・ 416組，蛇篭 27，300本 | 
(材料)
|土 12，000坪 (72，000m3)，石 9，700坪|
I (58，200m3)，木材〔枠用): 40，700本，竹(虫色 i 












































沈枠 66組，蒔石・ 700坪(4，200m3)，笈牛:35 
組，蛇篭 10，900本，粗采延長102間(180m)
(材料〉

























工区 普請別 工 種 数量(総延長〉 竣功年月日
1の手 水行 洗堰締切(逆}I)，洲凌，新堀，悪水堀等 6，030間(10，900m) 宝麿5年 3月27日
2の手 11 洲凌，切広，杭出，猿尾等 3，624聞く6，500m) グ 4. 12. 18 

















































































2 )大坪草二郎 留魂記く宝暦治水物語)， 48，葦真 (受理昭和63年 1月25日〉
